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豊かに自然を感 じ,主 体的に問題を解決するカを育てる指導の工夫
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第6学 年分科会

「直接経験 を通 して,自 分 の思 いや願 いを大切 に し,意 欲 的

に問題 に取 り組 む指導 の工夫」

「驚 きや疑 問か ら追究 すべ き問題 を見 いだ し,意 欲的 に解決

しよ うとす る子 どもを育 て る指導 の工夫」

「生 命の大切 さを感 じなが ら,そ の仕組み を追究す るなかで,

自他 の生命 を尊重 す る態度 を育 てる指導 の工夫」

「事象 に繰 り返 し触 れなが ら,生 活 に生かす力 を身 に付 ける

指導 の工夫」

「子 ど もが 日常生活 と関連付 けて自分 の考え を深 あて い くこ

とがで きる指導 の工夫」
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各分科 会の研究 の概要 は以下 の通 りであ る。

〈第3学 年 〉……身近 な 自然事象 に関心 を もっ ことがで きるよ うに,「 事象 との 出会 い」

を大切 に し,「空気 と水 を しらべ よう」 で は,導 入 の空気集 め の活 動 時間 を十分 に設 定

した。 また,子 ど もたちが満足 で きる活動が行 え るよ う教材 の吟味 を した。

〈第4学 年 〉…… 「ものの重 さ とて んびん」「水 のすがた とゆ くえ」 を取 り上 げ,自 然事

象 との出会 いによ って生 まれ る驚 きや疑問か ら,問 題 を見 いだ し,意 欲的 に追究 で きる

よ うに,指 導計画 を工夫 した。 そのために,出 会 わせ る事象 や実験装置 ・教材 な どを研

究 した。

<第5学 年A>… … 「みんな生 きてい る」 とい うキー ワー ドで,植 物,魚,動 物,人 のそ

れぞれの単元 の関連 を重要視 し,直 接観察 ので きない 「人 の誕生」で も,十 分推論 で き

るように した。 また,飼 育 ・栽培活動 を通 し,育 て ることの困難 を乗 り越 え ることで問

題解 決能力 を高 めると ともに,新 しい命 の誕生 や死 に直接 出会 うことで,生 命尊重 の心

を育 て よ うとした。

<第5学 年B>… …生活 に結 び付 く身近 な素材 と活動 を通 し,事 象 に 「繰 り返 し」触 れ さ

せ ることに着 目 した。主体的 な問題解決活動 のなかで,子 ど もが じっくりと事象 に触 れ

る場 を設定す る ことによ り,も のの多様性 を知 り,学 び方 を学ぶ力 を高 め,生 活 に生 か

す見方 や考え方を深 あてい くよ うに した。

〈第6学 年〉 ……学習内容 と日常生活 とを関連付 けるたあに,身 近 な 「温泉水」が金属 を

溶 かす とい う現象 を通 して,水 溶液 にっいて の興味 を喚起 し,子 ど も一人一人が生活経

験 に基 づ く自分 な りの考 えを明確 に しなが ら,更 に思考 を深 めて いける学習展開 を工夫

した。
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理科部会研究主題

豊かに自然を感じ,主 体的に問題を解決する力を育てる指導の工夫

1理 科部会 研究主題

1主 題設 定の理由

私 た ちが小学生 だ った ころ は,理 科 の授業 はわ くわ くす るものがあ った。 それ は,お もし

ろい昆 虫や きれ いな植物 との出会 いであ った り,化 学反応 で水溶液 の色 が変 化 した り,金 属

が溶 けた りす る現象 を見 ることであ った。 これ は特 に理科 が好 きだ った子 どもだ けに当て は

ま ることで はな く,ク ラスの大部分 の子 ど もたちがそ うであ ったよ うに記憶 して いる。

ところが最近 は,理 科 の授業 を好 きだ と思 ってい る子 どもが少 な くな って きて いる。原因

はい ろいろあるが,自 然 との触 れ合 いの少 な さ,情 報 の氾濫 知識偏重 の価値観な どに起因

して いる もの と思 われ る。

今 日,子 どもたちを と りま く社 会 は都市化 が進 んで 自然環境 が減少 し,情 報の氾濫が,自

然 との触 れ合 いの必要 性 をな くし,好 む と好 まざるにかかわ らず様 々な情報 を知 らず知 らず

の うちに与 え るよ うに な って しまって いる。 また知識 偏重 の価値観 が過 程や経過 よ りも結果

を大事 にす るよ うにな り,自 然事象か ら問題を見 いだ した り,主 体的に問題 を解決 して い く

ことが おろそかに されて きて いる。

このよ うな状況 のなかで,子 ど もたちはフ ァミコ ンに代表 され るテ レビゲームなど家 のな

かでの遊 びが増 え,外 に出 る機会が少 な くな って いる。 そ して,ど うしてそ うな ったのかを

考え るよ りも答 えや結 果を記憶 す ることを大切 にす る傾向が強 くなって きて いる。 これ らの

ことか ら,理 科 の学 習 にお いて も,動 物や植物 を観察 して も気付 くことが少 な くな った り,

実験 を して も,予 想 した り計画を立て た りす ることよ り,結 果を早 く知 りたが るよ うにな っ

た りす るな ど,理 科 のお もしろさを実感で きな い子 ど もが増 えて きて いる もの と考 え る。

これ か らの21世 紀 を生 きて い く子 ど もた ちには,豊 かな心 を もち,自 分で考え,判 断 し,

行動 して い くことが強 く求 め られて いる。

そ こで理科部 会で は,今 まで述 べて きたような子 ど もと社 会の実態を踏 まえ,豊 かに 自然

を感 じる心 と問題 を 自分た ちで解決 して い く力を育 て るための指導の工夫 にっ いて追究 す る

ことに した。

2研 究主題 の とらえ方

(1)「 豊か に自然 を感 じ」 につ いて

急速 に都市化 が進み,豊 かな 自然が失われて いる。特 に都市部で は,人 工的 に作 られた

自然 はあ るが,豊 かな 自然 はほとん ど無 くな って しま って いる。

子 ど もが 「豊 か に自然を感 じる」 ためには,必 ず しも豊 か な自然が必要 なわけで はな い
ノ

と考 え る。 む しろ,日 常的 にどん な ところに も存在 して いる自然 を対象 に豊 かに感 じるこ

とが重要 であ ると考え る。 豊か な自然 を感 じるので はな く,子 ど もの身近 にあ る自然 を豊

か に感 じることなので ある。

子 ど もが身近 にあ る自然事象 と向 き合 ったとき,当 た り前 の ことと して見過 ご して しま

うことが多い。 子 ど もたちが豊か に自然 を感 じるためには次 の ことが重要 であ ると考 える。

o

D
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① 身近 にあ る自然事 象 に直接触 れ合 う場 を確保 す る。

② 子 ど もの もった驚 きや感動 を大切 にす る。

③ 意図 的 ・計画 的に 自然事象 に触 れ合 うようにす る。

④ 感動 や驚 きを感 じる自然事象 に繰 り返 し触 れ るよ うにす る。

この よ うに,自 然事象 に直接触 れ,驚 きや感動 を大切 にする ことで,豊 か に自然 を感 じ

ることが で きる。豊 か に自然を感 じることで身近 にあ る自然事象 に興味 ・関心 を もっ こと

がで き,そ の興味 ・関心 が子 どもの学 習活動 を支 え る重要 な要素 にな ると考 え る。

(2)「 主体 的に問題 を解 決す るカ」 につ いて

社 会が急速 に変化 し,も のの見方 や価値観 な ども多様化 す るなかで,個 人 が 目的意識 を

もって主体 的に問題解 決 にあ たることは大変重要 であ る。

学 習活動 を進 め るなかで 自己の存在(興 味 ・関心 ・疑 問 ・思考)の 有無 は極 あて大 きな

意 味を もってい る。 なぜな らば,子 どもが事象 と触 れ合 うとき,自 分 はどのよ うに感 じた

のか あるい は自分 はどん なことに疑 問を もったのかな ど,そ の主体 が常 に 自分 自身 にあ る

ことは子 ど もの有用性 を喚起 し,生 きた理科学習 にっなが るもの と考 え るか らであ る。 こ

こで い う 「主体的 に問題 を解決 す る力」 とは,常 に 「自分」 と 「事象」 とがかかわ り合 い

なが ら問題 を解決 してい くことであ り,次 のよ うに見 ることが で きる。

① 子 ど もが 自然事象 のなかか ら自分 な りの問題 を見っ ける力

② それ を解決 す るための予想 を 自分 で立 て る力

③ その予想 を検討 す るための見通 しを もった観察 や実験 の方法 を考 え る力

④ 考え た方法 で観察 や実験 を行 い,結 果 を分析 す る力

この よ うに,子 ども自らが問題 を見 いだ し,実 験 や観察 を通 して 自分 な りの考 えや理論

を もち,普 遍的 で再現性 のあ る結果 を得 るまでの一連 の過程 を問題解決 す る力 と見 ること

がで きる。 さらに,こ の力 は学 習内容を 日常生活 と一層関連付 けて考 えてい くことによっ

て,よ り実感 の伴 った理解 へ と発展 してい くもの と考 え られる。

3研 究の内容 ・方法

理科 部会研究主題 を受 け,各 分科会 で はそれぞれ研究主題 を設定 し,研 究 の中心 を 「身近

な 自然 を見直 す」 ことと して,教 材 を身近 な ものに着 目 した。子 ど もたちの周 りには物や情

報 があふれ てい るが,そ の中か ら思 う存分触 れ ることがで き,子 ど もの思考 で原理を追究す

ることがで きる ものを提示 した。 この ことで,子 ど もたちが身近 な 自然 のお も しろさに気付

き,興 味 ・関心 を もっので はな いか と考えて研究 を進 めた。

各分科 会 の目指す児童像 を まとあ ると以下 のよ うにな る。

・自然 に対 して興味 ・関心 を もち,進 んでかかわろ うとする子 ど も

・自然 に対 して,驚 きや疑 問を もっ ことがで きる子 ど も

・自然 か ら見 いだ した問題 を意欲 的に追究 で きる子 ど も
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研究構想図

理科部会研究主題

豊かに自然を感じ,主 体的に問題解決するカを育てる指導の工夫

子 どもと社会 の実態
・理科ばなれ

・日常生活 との隔た り

・情報化の影響

・価値観の多様化

・過程よりも結果重視

理科の今 日的課題
・見通 しをもった問題解決学習

・自然愛護,生 命尊重
・科学的な見方や考え方の育成

・個を生かす多様な学習活動

・日常生活 との関連付け

目 指 す 児 童 像

・自然に対 して興味 ・関心をもち,進 んでかかわろうとする子ども

・自然に対 して,驚 きや疑問をもっことができる子ども

・自然か ら見いだした問題を意欲的に追究できる子ども ○

研 究 の 中 心
'身 近 な 自 然 を 見 直 す

第3学 年分科会主題

直接経験を通 して,自 分の思いや願
いを大切にし,意 欲的に問題に取 り

組む指導の工夫

第4学 年分科会主題

驚きや疑問か ら追究すべき問題を見
いだ し,意 欲的に解決 しようとする

子どもを育てる指導の工夫

第5学 年A分 科会主題
生命の大切 さを感 じながら,そ の仕組
みを追究するなかで,自 他の生命を尊

重す る態度を育てる指導の工夫

第5学 年B分 科会主題

事象に繰 り返 し触れながら,生 活
に生かす力を身に付ける指導の工

夫

D

第6学 年分科会主題

子どもが 日常生活 と関連付けて自

分の考えを深めてい くことができ
る指導の工夫

分 科 会 の 研 究 の 視 点 と 手 だ て
Ii
事象との出会い

直 接 経 験

問題づ くり

揺 さ ぶ り

生き物への共感

関 連 付 け

生活に生かす

繰 り 返 し

考えを深める

日 常 化

コ
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皿 研究内容

国 第3学 年分科会

直接 経験 を通 して,自 分の思 いや願 いを大切 に し,意 欲的 に問題 に取 り組 む指導 の工 夫

1研 究主題 について

本来,子 ど もたちは,自 分 の身 の回 りにある自然 の事物や現象 に興味 を もち,「 み る」「さ

わ る」「か ぐ」「き く」 など,体 全体 を使 って近付 き,知 ろ うとす る。 しか し,現 在 の子 ども

たちは,自 然 とのかか わ りが希薄 にな っている。 そ こで,子 ど もたちが豊か に 自然 の事物 や

現象 を感 じられ るよ うに,『 直接経験』 の場 を大切 に し,自 分 の思 いや願 い を も って積 極 的

に自然 とかかわ って い こうとす る態度 を養 うことが必要で あると考 えた。

また,3年 生 にと っては,理 科 におけ る問題解決活動 は初 あて の経験で ある。子 どもたち

が主体 的 に,自 分 の思 いや願 いか ら,探 りたい課題 を設定 した り,そ れを解決 す るたあの方

法 を考 えた りす るこ とは,簡 単 な ことではない。 そ こで,問 題解決活動 の基本的 な過程 を繰

り返 し経験 し,習 得 してい くことが大切 であ ると考 えた。

以上 の理由か ら本分科会 では,研 究主題 を

「直接経験 を通 して,自 分 の思 いや願 いを大切 に し,意 欲的に問題 に取 り組 む指導の工夫」と

設定 した。

2研 究実践

(1)「 事 象 との出会 い」 を大切 に した学習過程の工夫

① 事 象 との出会 いとは

子 ど もたちが,自 分 のペー スで 自分 の発想 で,そ の事物 や現象 に対 す る興 味 ・関心 を

高め られ るよ うに,「 事象 との出会 い』を重 視 した学 習過 程を考え た。 こ こで言 う 「事

象 との出会 い』 とは,単 元 の導 入時 はもとよ り,各 時間 におけ る自然事象 との出会 いを

も意味 して いる。 具体 的に は 「自然 と触 れ合 え る場 の設定」 と 「教材 の吟味 と十分 な活

動時間 の確保」 を行 った。

② 直接経験の重視

『事象 との出会 い』 の中では,特 に直接経験 の場 を多 くとった。

事象 との最

初の出会い

1醗 畷
⇒
興味・関O・・

意 欲 を もっ ⇒[凶⇒観察 ・実験繊 ゼヨ
(自然 と触れ合える場,教 材 の吟味)

(十分な活動時間の確保)

② 意欲的に問題解決に取 り組むたあに

① 問題解決学習における3年 生の思考過程

問題解決活動 における3年 生の思考過程と実態を以下のようにとらえた。
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1
(7>事 象 との最初 の出会 い(わ あ!,す ごい!と いう驚愕)

ω 興味 ・関心 を もっ(何 か を探 ろ うとい う気 持ち,好 奇心)

㈲ 予想 を もっ(ど う して,な ぜ,疑 問,た ぶん こうだ ろ うという期待感)

ω 観察 ・実験(楽 しい!,う れ しい!,面 白い!と い った充実感)

㈹ ま とめ(で きた!,わ か った!,そ うだ ったのか!と い う成就感)

② 学習(問 題解決活 動)過 程の各段 階にお ける指導 と支援

子 ど もたちが学 習活 動(問 題解決活動)に お いて,自 分 の思 いや願 いを大切 に し意欲

的 に問題 に取 り組 め るた めの指導 と支援 を,各 思考過程 ごとに次 のよ うにま とめた。

イ

興
味

・
関
心
を
も

つ

ア

事
象
と
の
最
初
の
出
会

い

⇔

場 の設定 の工夫 ・教 材の吟味

・子 どもたちの感性 をゆさぶ るよ うな自然事象 との出会 いの場 を設定 す る。

・直接 み られ る,さ われ る教材,驚 きが あ り,結 果が明確 な教材 を吟 味す る。

・一人一人 に教 材 を用意す る。

・子 ど もた ちが考 えた色 々な方法 を具現化で きるよ うな環境 に設定 をす る。

・教 材 の安全性 に十分配慮す る。

ひ 〕

ウ

予
想
を
も

つ

⇔

予想の立て方,思 考 の整理

・予想 のサ ンプルを提示す る ことによ り,予 想 を立て やす くす る。

・情 報交換 の場 と して,予 想 カー ドを提示 し友達 の考えが わか るよ うにす る。

・内容 に合 わせ た,書 くことに負担 を感 じない ワー クシー トを使用 す る。

・既有 の経験 や知識 を再現で きるよ うな事象 を提示 し,助 言 す る。

工

観
察

・
実
験

⇔

・実験 の方法 を指導 し,安 全面へ の配慮 を行 う。

書 くことに負担 を感 じない ワー クシー トを使用 す る。

予想 カー ドを掲示 し友達 の考 えが わか るようにす る。

・一人一人 に実験器具 を用意す る ことで,意 欲 が持続で きるよ うにす る。

実験技能や安全,思 考 の整理

・演示実験 を行 う。

・内容 に合わせ た,

・情報交換 の場 として,
◎ 〕

⇔国
科学的 な ものの見方 や考 え方,基 礎 ・基本 の充実,知 識 の整理 ・定着

・既有 の経験や知識 と結果 を比較 して い くよ う支援す る。

・複数の事象 を比較 し,差 異点,共 通点 を見 っけ られ るよ う支援 す る。

・初 めて出て くる用語 に関 しては,指 導 をす る。

※ 全体を通して

受容的対応

・興 味 ,関 心,意 欲 を も った子 ど もに対 して,肯 定 的 に対 応 す る。

・教 師 は ,子 ど もの っ ぶ や きや動 きを よ く観 察 し,小 さな こ とで も受 容 す る。

・興 味 ,関 心,意 欲 を共 有 化 す る。
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(3)実 践事 例

「空気 と水を しらべ よ う」(11時 間)

置 学習の支援と手だて

学
習
の
流
れ

i

↓

「

t

　 　 へ 　 　 　 　 　 　 　

・広い空間を活用 し,思 う存分体を使 って事象に接する。

・一人一人に教材を準備する。

・活動の時間を十分に与える。
」

一
[]

も

っ
と
大
き

い
袋

で

や

っ
た
ら
ど
う
だ
ろ
う
か
。
ー
l
I
I
↓

袋の中身 を確かめる方法 はな
いだろうか?

い
ろ
い
ろ
な
袋

で
確

か
め

て
み

た
い
。

空のコップや筆箱などの何も

なさそうなところには空気は

ないのだろうか?(1)

い
ろ
い
ろ
な
形
の
コ
ッ
プ
で
確
か
め
て
み
た
い
。
I
l
ー

上下の開いた管の中には,

空気はないのだろうか?㈲

ゴ

ム

ホ
ー

ス
な
ど

で
も
確
か
め

て
み
た

い
。

↓

直

接

経

験

の
重

視

身の回 りにあるものの中には
空気は入ってないのだろうか?(1)

酬

自
分

の
も

の
で
確
か

め
た
い
。
↓

空気 で っぽうを作 ろう!(1)

「

晒

n
/

・
つ
ぶ
や
き
を
大
切

に
、

ど
ん
な
発
想
も
共
感
す

る
。

・
日
常
生
活
、
学
習
活
動

に
お
け

る
経
験

が
生

か

せ

る

よ

う
助
言
す

る
。

・
情

報
交
換

の
場
を

工
夫
す

る
。

・

一
人

一
人

に
教
材
を
準
備
す

る
。

・
ワ

ー
ク
シ
ー
ト
を
活

用
す

る
。

『
事

象

筒の中身を水に して後 ろ玉
を押 してみよう!(1)

と

の

出

会

い

』

長さや太さの違

う筒や厚さの違

う玉ではどうか

↓

今までにやってきた実験を

条件を変えてやってみよう!(2)一

前玉を動かないように して

後ろ玉を押 してみよう!ω

ド ヨ

・コーナーを作 って機会を増や

す。
・情報交換の場を工夫する。

・広い空間を活用する。

・安全を確保する。
L」
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(4)授 業の実際

今 まで や って きた実 験 を条 件 を変 え て や って み よ う。(10,11/11)

匿函 「大きな袋で空気を集め

て,上 に乗 っか って み た い。」 「空 気

ク ッ シ ョ ンを作 って み た い な。」 と

い う子 ど もの願 い を 大 切 に す る た め

に,3m×1.5m,2m×1.1m,1×

0。65mの3種 類 の 大 き な ビニ ー ル 袋

を 用 意 し,袋 の大 き さ に よ る手 応 え

の違 い な どが 分 か る よ うに した。

匿=垂 醒 その結果,子 ど もたちにと り,目 には見 えず,あ ま り意識 しない ものだ った空

気 も,大 きな袋 にた くさん集 めて膨 らませ,袋 に乗 った り座 った りす ることに よ り,体 全

体で存在 を感 じることがで きた。

3年 生 に とって は,目 に見 えない空気 の存在 を体感 させて,存 在 を認識 させ る ことが重

要で あ った。

匡亙]「 空気で っぽ うの筒の長 さを

変 えてみた ら,玉 の飛 び方 が 違 うん じゃ

ないかな。」「空気 で っぽ うの筒 の太 さも,

飛 び方 に関 係 が あ るのか も しれ な い。」

とい う子 どもの思 いを大 切 にす るために,

筒 の長 さ,筒 の太 さを変 え た コー ス を設

定 した。

匪国 その結果,「 短 いと筒の中に

空 気 が あ ま り入 って な いか ら,飛 ば な いん だ。」 「長 い筒 は,空 気 が い っぱ い入 って い る か

ら,よ く飛 ぶ よ。」 「筒 は,太 い方 が よ く飛 ぶ と思 った け ど,太 す ぎて も飛 ば な いみ た い。」

な ど,自 分 な り に理 由 付 け を しな が ら,何 度 も実 験 を繰 り返 して い た。

》

◎)

3ま とめ と今後 の課 題

(1)事 象 との出会 いの場面で,子 どもが十分 に活動 で きる時間 と空 間を確保す る ことで,そ

の事象 に対 しての子 ど もの意欲 を高 め,単 元 を通 して関心 を持続 で きるこ とが分か った。

(2)子 ども一人 一人が,一 っ の実験器具 を必 ず持 て るよ うにす ることは,そ れ ぞれ の思 いや

.願 いをよ り深 め,そ の達成 を 目指 して活動 す る際に必要 で あることが分か った。

㈲ 条件 の異 な る実験材料 を用 意す ることにより,子 ど もの意欲的な態 度 を育 て られ ること

が分 か った。

(4}子 どもの思 いや願 いが,時 と して科学 的な ものの見方 か らそれて いる場合 があ る。 そ う

い った 子 ど もが,意 欲 をそがず に学習を進 め るため には,ど のよ うな支援 が有効 なのか を

探 って い く必 要が あ る。
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回 第4学 年分科会

驚きや疑問から追究すべき問題を見いだし,意 欲的に解決 しようとする

子 どもを育てる指導の工夫

1研 究主題 について

(1)主 題設定 の理 由

子 ど もは,自 然事 象 に出会 った時,さ まざまな感想 を もっ。 その中で生 まれ る 「驚 きや

疑 問」が,解 決 すべ き問題 にまで高 ま った時,追 究への意 欲が湧 くとと もに,解 決 への手

がか りも得 られ るので はないか。

そ こで,本 分科 会 は,事 象 との出会 いか ら問題づ くりの場面を研究 の柱 と し,主 題 を設

定 した。問題 づ くりの場面 に焦 点 を当て,自 然事象 との出会 いによって生 まれ た,驚 きや

疑 問 に揺 さぶ りをか けることにより,一 人一人 の問題意識 を明確 にさせて い くよ うな授業

を展開 していけば,意 欲的 に問題 を解決 してい く力が育 つで あろ うと考え た。

本分科会 は 「追究 すべ き問題」 を,次 の4っ の要件を満 たす もの と考えた。

① 子 ど もが,「 や ってみたい」「ぜ ひ解決 した い」 とい う強 い意欲 が もて る。

② 子 ど も自身 が,解 決への見通 しが もて る。

③ 解決活動 の結 果,「 わか った」「こうだ ったんだ」 とい う 「成就 感」 が もて る。

④ 子 ど もが,問 題 を解 決 して い く過 程で,科 学 的な見方 や考え方 を身 に付 け られ る。

② 学習問題 明確化 を中心 と した学習過 程

本分科会 は,学 習問題の明確 化を中心 と した学 習過 程を,次 の3段 階 に分 けて考 えた。

① 事象 との出会 いの段階

鶏 鴇 喫翻 事象(1)② 学習蘭 明確イヒの鵬
③ 学習問題の追究 ・解決の段階

＼ 実際 の授業で は・① の段階で・子 ど もの多様 な驚

「学習 の 確{

1鯨 化のため嚇(2)
練 り上げ

学習問題

学習問題の追究 ・解決

追究活動 表現

観察 ・実験 話し合い

新たな学習問題 絵や図で表す

予想 ●

観 察 ・実験 ●

予想 ●

きや疑問 ・気付 きを,体 感 を通 して掘 り起 こす よ う

な事象 と出会わせ る。 そ して② の段 階で は,初 め に

出会 った事象か ら生 まれた驚 きや疑問に 「揺さぶ り」

をか ける事象 や,子 ど もが 自らあ る現 象 に着 目す る

ことがで きるよ うな もうひ とっ の事象 を提 示す る。

そのことによ って,多 様 な驚 きや疑 問や気付 きが焦

点化 され,子 ど も自身が追究 すべ き問題 を見 いだ せ

るので はないか と考え た。

この よ うに,子 ど も自身 による学習問題 の発 見 に

重点 を置 いた学習過程 を組 む ことにより③の段階で,

子 ど も一人一人が,観 察 ・実験 などの直接経験 に基

づ いた問題解決 を主体的 に行 い,自 らの問題 を解決

す る学習活動へ の意欲 が持続 す ると考 え た。
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2研 究実践

(1)「 もの の重 さ とてん びん」での授業研究

本分科会 で は,こ の単元 の展開 を考 える際 子 ど もたちの意欲 をか き立て,体 感 を通 し

て様 々な 「気付 き」 「驚 き」 「疑問」 を もっ ことがで きるよ うに した。

多様化のための[亟 コ

コ

1均一 な棒 をてん びん に しよ う」

焦点化のための國
　

[不均一 な棒 をてん びんに しよ う」一
???

昌
璽
1てんびんの きま りを調 べよ うII

そ こで,第1時 で は,重 さが均一 な長 さ2mの 棒 の

両端 に,ペ ットポ トルに水 を入 れて作 った同 じ重 さのお

もりをっ り下 げ,っ り合 いを とる活動 を設定 した。子

どもたちは,「 支点」 を体で感 じなが ら,お もりをか

け る位置 とつ り合 いの関係 に目を向けることができた。

「棒 の真ん中でっ り合 うよ。」

「棒か ら同 じ長 さのところにお もりをかけ ると

つ り合 うよ。」

第1時 で生 まれ たっ り合 いのイメージを揺 さぶ るた

めに,第2時 で は重 さが不均一 な棒を提示 した。

「あ れ,真 ん 中 で っ り合 わ な い よ。」

「端 か ら同 じと こ ろに お も りを か けて い る の

に,傾 くよ。」

この よ うな驚 きや疑 問 か ら子 ど もた ち に,「 も っ と

詳 し くて ん び ん の っ り合 い の きま りを調 べ た い」 と い

う意 欲 を もた せ る こ とが で きた。

(2)「 水のすが たとゆ くえ」 での授業研 究

子 ど もにと って水 は身近 な存在 であ るが,「 お湯が沸 く」 と きの水 の様子 や,水 が気体

とな り 「水蒸気」 にな ることは日常 的に は見 えない現象 であ り,水 蒸 気を経験か らとらえ

る ことは難 しいよ うで あ る。 また,水 が沸騰 した ときに出 る泡 は子 ど もの考え の中か らは

空気 としか とらえようがないため,実 験 を して もその結果がはっきりと らえ られ ない ことが

多 い。

そのため,「 水 ・水蒸気 ・氷」 の学 習の後 に 「自然界の水の変化」 を学 習す るのが一 般

的で あ ったが,本 分科会で はそれ らを相互 に関連 させ なが ら学習 す る指導計画 を考え た。

子 ど もが 日常 しば しば経験 している現象 を改 めて じっくりと見つ め直 し,見 えな い水蒸

気 の存在 を意識 す ることか ら学習 を行 うことで,子 ど もの興味 ・関心 を高 め,不 思議 さを

感 じる心 を揺 さぶ り,自 然を豊か に感 じなが ら,学 習 を進 める ことがで きると考 えた。

見え ない水蒸気 を意識 しなが ら,水 の状態変化 を追究す る ことで,湯 気 と水蒸気 の違 い

を よ り強 く意識 す ることにな り,水 に対 して の見方や考え方が深 まる と考 え る。 また,自

然蒸発や 自然界 の水 の変化 な どに も,興 味を もって学習す る ことがで きる と思 われ る。
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(3)「 水 のすが た とゆ くえ」での学習の実際 と考察～子 どもがつ くる追究すべ き問題～

学習の流れ

事 象1=多 様 化

ア イ ロ ンを使 って ハ ンカチ を乾 か す。

・温度 によ る水 の変化 を体感で きる場

を設定す る。

・日常経験 を振 り返 る場 とす る。

事象2=焦 点化

蒸 気 エ ンジンを観察 す る。

・加熱 した ときの水の変化 につ いて思

考す る場 を設定 す る。

・子 ど もが驚 きや疑 問を よ り明確 に焦

点化で きるよ う 「熱せ られ た水 の様

子」 とい う視点を明 らか にす る。

蒸気吹き出田

練り上げ

圏

働磁石

← 市販のふた

缶 の中の様子 を予想 して図 にか き、話

し合 う。

・自分 な りの根拠 をさ ぐりなが ら考 え

を深 め る場 を設定す る。

子 ど もの活動 ・発言(☆)と 考察(○)

☆ アイ ロンをハ ンカチに当て ると白い煙が 出る。

☆ アイ ロンの方が早 く乾 く。

☆ アイ ロンの温度 を高 くした方が早 く乾 く。

☆湯気 はどこへ行 くのか。

☆やかんで湯をわか した ときのよ うだ。

☆ シューシューとい う音 が出た。

○ 日常経験を振 り返 りなが ら考 える ことがで きた。

○温度 と蒸発の関係に気 付 くことが できた。

○ 自然乾燥か ら強制乾燥 へ 自然 に思考 を広 げ る こ

とがで きた。

☆ わあ,す ごい。缶が回 った。お もしろい。

☆ なんで回 るのか なあ。

☆湯気 の出る勢 いで回 るんだ。

☆音 が して いる。水が出て きて いる。

○事象 の不思議 さに驚 き,興 味 ・関心が高 ま った。

○缶 の中の様子 につ いて興味 をもつ ことが できた。

○事象1で の 日常経験の振 り返 りによ り,や かんで

の沸騰な ど類似の事象 にも気付 くことができた。

○水の変化 に着 目 して思考 できた。

☆缶 の水 は泡 が出てい ると思 う。

☆ 湯気 がた くさん出てい るか ら,缶 の中 も湯気 で

い っぱいに違 いな い。

☆ アイロ ンの時の よ うに水 はだん だん減 って い く。

○前時 にまでの体験や事象 を振 り返 りなが らモ デ

ル図をか いていた。
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・モデル図 を説 明 し合 いなが ら,友 達

や 自分 の考えの異な る点,同 じ点 を

整理す る場 を設定 す る。

○見 えている事象 をも とに水 の状 態変化 を想像 し

ようと していた。

○ モデ ル図 によ って,友 達 の意 見 を意識 しなが ら

話 し合 うことがで きた。

☆缶 の中が見 えればいいんだ。

☆缶 を切 って中が見 えるよ うに して確 かめ たい。

☆ 中が見 え るよ うな入 れ物 を使 いたい。

透明な容器に入れた水を熱 して,水 がどのように

変わるか様子を調べよう。

○子 どもが,「 温 めたときの水 の変 化の様子を知 り

たい」 という強 い意欲を もつ ことが できた。

○子 ども自身が,実 験方法 を考 え た こ とで,解 決

への見通 しを もつ ことが で きた。

この よ うに,子 ど も自身 に よる学 習問題 の発見 に重点 を置 いた学 習過 程 を組ん だ ことに

よ り,こ れ以降 の追究 の段 階で子 ども一人一人 が,観 察 ・実験 な どの直接経験 に基づ いた

問題解 決 を主体的 に行 うことがで きた。

3ま とめ と今 後の課題

(1)問 題 づ くりに重点 をお いた指導計画 にそ って授業 を展開 してい く中で,子 ど もたちは追

究活動 での意欲 が増 し,主 体的 に問題 を解決す る ことがで きた。

② 問題づ くりの導 入 と して二 っ の事象 を提示す る ことは,多 様 な子 ど もの気付 きを生 み 出

し,問 題 を焦点化 す る上 で有効で あ った。 そ の過程で,「 指導 事項 」 を は っき りさせ てお

くとと もに,子 ど もの 「思 考の流れ」 の方 向を考えてお くことが大切で あ ることも明 らか

とな った。

(3)子 ど も同士 の情報交換 は,問 題を練 り上 げて い く上 で欠 くことのできないものであるが,

「発見 カー ド」 「モデル図」 「話 し合 い」 など,さ まざまな方法 を組 み合 わせた 「情報 交換」

の場 を設 定 して い くことが必要 であ る。

(4)今 後 は,い ろいろな単元 での 「問題」 を分析 ・類型化 す るとともに,提 示す る事象 や,

具体 的な支援 の方法 につ いてさ らに研究 してい きたい。
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匿]第5学 年A分 科会

生命 の大 切 さを感 じなが ら,そ の仕組 みを追究 するなかで,

自他 の生命を尊重する態度 を育てる指導 の工夫

◎)

)

1研 究主題 につ いて

(1}主 題設定 の理 由

「生 命尊重 の心」 これ は,今 子 どもたちに最 も強 く求 め られて い る心 で あ り,だ れ もが

育て たい と願 う心 であ ろ う。 しか し,社 会で は生命 を脅 かす事件 が後 を絶 たず,青 少年 に

よる生命軽視 の行動 も増 え る一 方であ る。

本分科会 で は,こ れ らの現状 を打 開す る一 っの突破 口を切 り開 くため,理 科教育 を通 し

て子 ど もたちに 「自他 の生命 を尊重 す る態度」 を育 てよ うと考え,本 主題 を設定 した。

植物 で あれ動物 であれ,生 きる物 すべてが本源的 な 「生 きる力」 を もち,「 生 命 をっ な

ぐ仕組 み」 を もっている。 これ らの様子 を自分 の目で と らえ,手 にふれ,生 命 のす ば ら し

さや不思 議 さを科学的,客 観的 に追究 して い くことは,生 命の大切 さを観念 と して とらえ

るので はな く,生 命 に対す る新 たな驚 きと感動 を得 ることがで き,生 命尊重 の心 と態度が

育っ もの と考え た。

(2)主 題 にせまるための基本的考え

基本的 な考 え と して 「生 命の大切 さを感 じる心」 を 【育 てたい心】 ,「 生 命 の仕組 み を

追究 す る力」 を 【育 てたい力】 と し,具 体的 に次 のよ うな視点 を考慮 しっっ指導計画 を立

て ることで,主 題 にせ まろ うと考 えた。

【育 てたい心 】

・生命 の大 切 さを感 じる心

・生命 の不思議 さに感 動す る心

・生命 にっいて追究 しよ うとす る心

・生 命 を育 て る喜 びを感 じる心

・生 命 に進 んでかかわ ろうとす る心

【育 てたい力】

・植物 や動物,人 を関連付 け(比 較 ・推論)て 考

える力

・生命 をっ な ぐ仕組み にっ いて理解す る力

・関心を もって観察 し,表 現す る力

・飼育 ・栽培の中で出会 う困難を解決す る力

(3)主 題 にせ まるため の研究 の概略
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2研 究実践

(1)単 元の流れ と子 どもの実際 「みんな生 きて いる」(30時 間)

単元の流れ 育てたい力

植
物

◇ 「植物 が生 きて いる」 と感 じるの はどん

な時か考 えよ う

・小 さな変化 を見逃 さず に観 察 す る

ことがで きる。

の
発
芽

◇ どんな時 たね は発芽す るのだろ う

◇ たねの中 を調べ よ う

・植物 の発芽 に必要 な ものは
,水,

空気,適 温,た ね の中 の養分 で あ

と
成
長

6
時
間

◇発芽 した たねの中 と比べてみ よ う

◇ 自分 たちの植物を よ り良 く育てて いこ う

ることが理解で きる。

・植物 の成長 に必 要 な ものを考 え,

継 続 して世話 をす ることがで きる。

◇ メ ダカを飼お う ・卵や稚魚の成 長 には,卵 の中 の養

メ 食べ物や世話の仕方を調べよう 分 が使われて いるこ とを推論 す る
ダ
カ
の

◇調 べたい ことを話 し合お う

◇産卵行動 を観察 しよ う

こ とが で き る。

・メ ダ カの オ ス と メ ス の違 い を 知 り

誕 ◇ オス とメスの役割 にっ いて話 し合お う その役割 に気付 く。
生
と ◇卵 の中の変化 につ いて考え観 察 しよう ・産 卵行動を関心 を もって観察 す る

成長 7
時

◇生まれてからの稚魚の様子を観察 しよう こ とが で き る。

・卵 と精 子 の受 精 に よ って 新 しい生

間 命が誕生す ることが分か る。

◇花 のっ くりを調 べてみ よ う ・花 のつ くりの観 察や実験 を通 して

植 ◇ お しべ,め しべの様 子や花粉 を調 べ て み 受粉 と結実 の仕 組みを知 る ことが
物
の

受

よ う

◇ たね はどのよ うに してで きるのだ ろう

で き る。

・た ね が で き るた あ に は,花 粉 が あ

粉
と
結
実
6
時

◇ たねが で きるまでを まとめてみよ う

◇植物 とメ ダカを比 べて,似 てい ると ころ

と異 な ってい るところを まとあよ う

しべ の 柱頭 に っ くこ とが 必 要 で あ

る こ とが分 か る。

・生 命 の っ な が りに つ いて メ ダ カ と

間 関連付 けて考 え ることがで きる。

◇ ハ ム ス ター(オ ス と メ ス)を 飼 お う ・継続 して飼育 し,誕 生 やそ の後 の

食べ物や家などの世話の仕方を調べよう 様子 を観察 す ることがで きる。
動
物 ◇ 生 まれ た赤 ち ゃん とお母 さんの様 子 を観 ・ハ ム ス ター の誕 生 を メ ダ カ の 誕 生

の 察 しよ う や成長 と関連付 けて考え る ことが
誕
生 3
時

◇ ハ ム ス ター と メ ダカ を比 べ て,似 て い る

と ころ と異 な って い る と ころ を ま と め よ

で き る。

間 う

◇ 自分の生命 の始 ま りについて考 えよ う ・植物 や動物 と関連付 けて考 え る こ

◇今 の 自分 と受精卵 の大 きさを比べ よ う とが で き る。

◇母体内での胎児の様子にっいて予想しよ ・人 の誕生 の仕組 みにっ いて理 解 で

う き る 。

人
の
誕

◇胎 児の成長 にっ いて知 りたい ことを話 し

合お う

・模擬実験 を通 して,母 体 内 の様子

や胎児 の成長 にっいて理解 す る こ

生 ◇栄 養の と り方,子 宮内 の様子,成 長 の過 とが で き る。

程 にっ いて考え よ う ・へ そ の緒,羊 水 ,胎 盤 の役 割 に つ

8
時

◇ 出産 の様子 につ いて考 えよ う

◇人 の誕生 にっ いて ま とめよ う

いて考 え ることがで きる。

・出産時 における胎児 の工夫 を推 論

間 す る こ とが で きる。
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9

育てたい心

・芽 が出 ることを心待 ちに し,進 んで育

て よ うとす る。

。発 芽 を喜 び,植 物 の成 長を願 う。

・たね の中 に は発 芽のための養分
,根,

茎,葉 が入 ってい ることを知 り,生 命

の不思議 さを感 じる。

・植物 の生命力 を感 じ,大 切 に しようと

す る。

・進 んで育て よ うとす る
。

・産卵 やふ化 ,成 長 を心 か ら喜 ぶ。
・誕生 の仕組 みを知 ろ うとす る

。
・産卵行動 や卵の中で生 きている様子 に

感動す る。

・メダカの生命 を大切に思 いなが ら飼育

を続 ける。

・花のつ くりや花粉を観察 し,受 粉の仕

方を調べようとす る。
・途中で枯れないように大切に世話をし

,

開花や結実を心か ら喜ぶことができる。
・どの植物 も生命をっなぐために様々な

工夫をしていることを知 り,生 命の不

思議さに気付 く。

・進 んで育 てよ うとす る。
・生 まれ た直後 の親子 の様 子を観 察 し,

生 命をっ な ごうとす る力 に感動す る。

・ハ ムスターを大切 に思 い,愛 情 を もっ

て世 話をす る。

・植物 や動物 と関連付 けなが ら,人 の誕

生 の仕組 みにっ いて知 ろ うとす る。

・母体内 の様 子や,胎 児の成長 を調べ な

が ら,生 命 の不思議 さに感動す る。

・自分や他 の生物 の,生 命のすば らしさ

に気付 く。

・母 親の願 いや愛情 を感 じる。
・ 「みん な生 きている」 を感 じなが ら

,

自分 や他人を大切 にす る。

⇒

⇒

⇒

⇒

子どもの実際

・芽 が出た時に植物 って生 きているんだなあと思 っ

た。

・たねの中に,根 も葉 も茎 も栄養 もみんなつ まっ

てい るなんてす ごい。

・日光 が無 くて も芽が 出 るとは思 わなか った

・このまま大 きく育 って ほ しい
。花が咲 いて実 が

な るといいな。

・メ ダカが卵 を産んで いた。 もっと産んでほしい。
・このオスとメスは相性が いいか らす ぐに卵 を産

む と思 う。

・卵 の中で 目や心臓が動 き,血 液が流れて い るの

で び っくりした。生 きて いるって感 じが した。

・産卵の時,オ スが メスを抱 え るよ うに して いる

のです ごい愛情 を感 じた。 メスは安心 して いる

よ うだ った。

★植物 はたねの中に栄養 があ ったが,メ ダカ は稚

魚 の時 お腹 の袋 に栄養 が入 っている。

★植物 もメ ダカ も自分 の力で殻 を破 って生 まれて

くるか らす ごい。

・お しべ とあ しべが ないと新 しい生命 は誕生 しな

い。

・め しべの先がぬれて いるの は受粉 しやす くす る

ための植物 の工夫 だ と思 った。

・植物 はたねの中に栄 養を残 して枯 れて い くか ら

す ごい。

★植物 は一度 に多 くのたねをっ くり,メ ダカは毎

日卵 を産 み続 ける。 どち らも命 がけ。

★植物 もメ ダカ も自分 で世話 をで きないのでたね

や卵 の中に栄養 を詰 め込ん でいる。

★植物 はお しべがめ しべ に花粉 を付 けて受粉 して

いるので,メ ダカ も卵 を産 むときオスが メ スに

何かを送 って いると思 う。

★人の受精卵 はメダカの卵 と似て いる。

★母 体内で2500倍 に成長す るなんてす ごい。体 の

変化 は他の動物 と似て いる。

・へその緒 は本当に命綱 だ と思 った
。

・へその緒 や羊水 ,胎 盤 はす ごい働 きを している。
・お母 さんは,私 たちを とって も大事 に して くれ

たん だね。 あ りが と う。

・ぼ くたちの生命 ってこんなにすば らしい ものだっ

たのか。

★みん な大切 な生命 を もっている し,懸 命 に生 き

て いるんだ な。

・これか らは一 日一 日を大切 に生 きて い こう。

★印 は,関 連付 け(比 較 ・推論)て 考 えた こと。
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(2)具 体 的な手だて につ いて

① 関連付 け(手 だて1)

植物,メ ダカ,ハ ムス ター,人 を受粉 ・受精,生 まれ るまでに必要な もの,生 まれ方,

生 まれた直後 の様子 などの観点 について,関 連付 けて考 え ることがで きるよ うに した。

その ことで,子 ど もはそれぞれの生命 について深 く考 え,そ の特性 に気付 き,生 命 の連

続性 や大 切 さを実感 で きた。 また,直 接経験 で きない ところを調 べ学 習 に頼 らず,推 論

を基 に 自分 の力 で考 える ことがで きた。

② 教材 の工夫 による模擬実 験(手 だて2)

母体 内で の胎児 の様子,産 道を通 るときの胎児 の工夫な ど,直 接 観察 す る ことがで き

な い生 命誕生 の仕組 みにっ いて,工 夫 した教材 によ って模擬実験 す ることによ り,生 命

誕生 の不思議 さに気付 くことがで きた。

③ 直接経験 の重視(手 だて3)

感覚全部 を使 っての観 察や経験 は,百 万言

に勝 る。安 易 に ビデオや写真 に頼 るので はな

く,メ ダカの産 卵行動,ハ ムス ターの出産前

後 の様子 な どを直接観察 させ ることで生命 の

不思議 さに感 動 し,学 習意欲 が高 ま り,実 感

を伴 った見 方や考え方がで きるようにな った。

④ 少人数 によ る継続 した飼育 ・栽培活動(手 だて4)

植物,メ ダカ,ハ ムスターを少 人数で継続 して飼

育 ・栽培 させ た。少人数で育 て る ことで,愛 情 を深

めることがで きた。 また,継 続 して育ててい く中で,

新 しい生命の誕 生や死 と出会 い,生 き物 を育 て る こ

との喜 びや困難 さを実感 した。 この活動 を通 して,

か けが えのない生命 を育てて いる自分 を見 っあ直 す

こともで きた。

3ま とめ と今後の課題

(1)「 みん な生 きてい る」 をキ ーワー ドに して,A区 分単元 を学 習す ることによ り,植 物 や

メ ダカ,ハ ムス ターの関連付 けが容易 にで きるよ うにな った。

(2)関 連付 けによ り,人 の誕生 の学習 にお いて,推 論 や模擬 実験 を中心 と した主体的 な学 習

が進 め られた。

(3)少 人数で の継続 した飼育 ・栽培 活動か ら,生 き物への愛情 と責任感が芽生 え,関 心 を もっ

て生 き物 の特徴 や生命をつな ぐ仕組み にっ いて の学習がで きた。

(4)4っ の具体的 な手 だて によ って,【 育て たい心】 と 【育て たい力】 が共 に養 われた。 そ

れ によ り,子 どもは自他の生命 の尊 さを実感 しは じめて いる。

(5)【 育 てたい心 】を子 ど もの発言 や ノー ト,行 動 などで評価 したが,心 の変容 の評価 につ

いては,さ らに検討 して い きたい。

(6}「 自他 の生 命を尊重す る態度」 を培 ってい くたあには,道 徳 や学級活動,保 健 な どにか

か わ る内容 も多 く含んで いる。今後 は,理 科 とい う教科を超 えて総合的 な取 り組 み も検討

してい きた い。

一16一

)

D

,

)



⊃

巨]第5学 年B分 科会

事象に繰 り返 し触れなが ら,生 活に生かす力を身に付ける指導の工夫

1研 究主題 につ いて

(1)主 題設定の理 由

本分科会 は,「 豊か に自然 を感 じる」 とは,「 自然 か ら学 ぶ姿勢」 を もち,そ の 自然 に対

し 「畏敬 の念」 や 「愛 で る心情」 を育 てて い くことと考えた。

こう した姿勢 や心情 を育 てて い くために は,自 然 と じっ くりと向か い合い,自 然の姿,

更 にはそ の背景 にあ るプロセ スや 自然 法則 に心 を向 けてい くことが大切 であ ろう。

そ こで本分科会 で は,今 まで子 どもたちが何気 な く目に していた自然 や 自然事 象 に対 し

て,繰 り返 し触 れ る活動 を大切 に考 えた。

繰 り返 し触 れる ことで,新 しい発見 があ った り,新 たな疑問 が生 じた り しなが ら,見 方

や考 え方 が少 しずっ深 ま り,今 まで何気 な く目に していた ものに感動 や驚 きを覚 え る。 こ

う した感動 や驚 きが,「 自然か ら学ぶ姿勢」や 「愛 で る心情」 にな って い くもの と考 えた。

また,感 動 や驚 きを覚 え ることによ って,生 活 の中 にある身近 な自然 や自然事象 に積極 的

にかかわ って い くもの と考 え る。言 い換 えれば,「 生活 に生 かす力」 へ とな ろう。

⊃

② 「事象 に繰 り返 し触れ る」 につ いて

「繰 り返 し触れ る」 とい う活動 を

次 のよ うに と らえ た。

○で きるだ け時間 をか けて向 き合

う。

○共通 の法則 を もっ い くっか の事

象 に触 れ る。

○ モデル的な事象 を基 に し,生 活

の中 に同様 の事象 を探す。

「繰 り返 し触 れ る」 という活動 を

行 うことで,子 どもたち は一回 目に

比 べ,二 回 目,三 回 目と変容 して い

く。 同 じ素材 に対 して も視点 を変 え

た見方 を し,同 じよ うな活動をす る

際 に も見通 しを もっ ことがで きるで

あろう。その過程で新 たな発見があっ

た り,分 か った気 にな って いた もの

に新 たな疑問 を見 いだす ので はな い

研 究 の 概 要

一__,一 嘔一___ 一一

か,言 い換 えれ ば,見 方 や考 え方 を深 めてい くので はないか と考 えた。

また具 体的 な指導計画 の中で は,次 の3つ の活動場面 を設定 し,事 象や問題 解決 の方法

に繰 り返 し触れ させ,ま た生活 へ生 かすためのか け橋 にな るよ うに と考えた。

一17一



3っ の活動場 面

○事象 や問題解 決の方法 に じっくりと向か い合 う場面

○事象 や問題解 決の方法 を主体的 に選 び,繰 り返す ご

とで学習を深ある場面

詳 しく調べ る

○身近 な生活 の中か ら課題 を見 いだす場面

また,「 繰 り返 し触 れ る」 とい う活 動 を行

うことで,子 ど もたちがよ り見方や考え方 を

深 め られ るよ うにす るために,学 習活 動 に対 ㌔

す る支援 と して,視 点 を意識 させ た り,視 点

を変 えた りで きるよ うな支援 の工 夫や,生 活

にっなげて い くたあの素材 や活動 の工 夫 も大

切 であ ると考えて い る。

あてはめ る

2研 究実践

(1)事 象 に繰 り返 し触れ る指導 計画 の実際

単元 「ものの とけか た」(15時 間)

単元の流れ

蒋
翻

漁 善

窟 「

嶺 磯螺謬

㍉ ざ蕪 訊

.・鷹

生活につなげる

肇

ー

◎

欝

嬬

4謹

第一次(7時 間)

蹴 甥 ナる様子を[〉縢 難1篇 瞭

第二次(4時 間)

溜 ごンのとけ方を調[〉灘 鑑撃欝 総

套論1ゴ ンがでて⇒ 替欝 諜 芒糠
至 ・

〈子どもの姿〉

生活の中で見いだした問題第三次(4時 間)

響と簾1ま～⇒1驚 ξ1{翻

水 に入 れ る食 塩 の量

や,入 れ方 を変 えな

が ら,と ける様子 や

速 さを観察 して いた

器具 の扱 いや条件 の

設定 な どに も慣 れ,

主体 的に活動 した。

実験結果 を数値 に表

して,比 べ ることに

よ り物 によ って とけ

方が違 うことに気 付

いた。

生活 の中か ら様 々 な

問題を見付 けて解 決

しよ うと した。

一18一
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⊃

このよ うに,繰 り返 し事象 に触 れ ることによ り,子 どもが学 び方 を身 に付 け,自 信 を もっ

て,活 動す るよ うにな った。例 えば,第 二次 の ミョウバ ンの実験 で は,食 塩 の とけか たの学

習 を踏 まえて活動が展開 されたので,実 験 の準備 が早 く,見 通 しを もって能率 的に複数の実

験 に取 り組 む ことがで きた。 また,実 験 の結果 を食塩 の場合 と比較 して考 え る子 ど もが多 く

見 られた。 さ らに,「 ほか の物 もとけ方が違 うのだ ろ うか?」 とい う新 た な疑 問 を もった子

ど もは,第 三次で 「家庭 で使 う物 で,と け る物 ととけない物 を調 べた い。」 とテー マを設 定

していた。 この ことか ら,繰 り返 し事象 に触 れ ることによ り 「ものの とけかた」 にっ いての

見方 や考え方が よ り深 ま った と考 え られ る。

(2)学 習 カー ドか ら読み取 れる子 どもの様子 と具体 的な手立て

く視点 を広 げ る支援の工 夫 〉 〈第一次.1時 〉 学 習 カー ド①

食塩 が沈 み なが ら徐 々に とけ る様子 を観察 で きる よ

うに,ペ ッ トボ トルの容器 を用意 した。 す ると,子 ど

もたちは細 い口か ら食塩 を少 しずっ入 れ,横 か らゆ っ

くり落 ちて とけて い く食塩 の様子 を熱心 に見て いた。

学習 カー ド① か ら分か るよ うに,ペ ッ トボ トルの容器

を用 い ることによ り,子 ど もは 『食塩 が とける』 と い

う現象 を始 めか ら終 わ りまで じっくり観察 し,自 然 の

不思議 さや美 しさを感 じることがで きたのだ と思 われ

る。 この よ うに,変 化 の分 か りやす い教材 や教具 は,

子 ど もが意 欲的 に活動 し,新 たな視点 を もっ ために有

効 な支援 に なると思われ る。

また第三 次で 『自由研究』 のテーマを決 める時 に は

学習 カー ドを見直 して,生 活 の中か ら問題 を見 いだ し

既習 の実験 方法か ら,問 題 を解決す る ことがで きる よ

う支援 す ることがで きた。学習 カー ド②で は第一次 の

食塩 の学 習か ら海 水 に視点 を広 げ,追 究 して い こうと

す る子 ど もの様子が読み取 れる。

〈生活 と結 び付 く素材 や活動の工夫 〉

第三次 は,生 活 につ なげる学習段階 と設定 した。 第

一 ・二次 で食塩 や ミョウバ ンを扱 うことによ り
,身 の

回 りの自然 に 目を向 け,問 題 を見 いだせ るよ う工夫 し

た ことは,前 述 の通 りで ある。 「自由研究 』 の活 動 を

通 して,理 科 の学 習が海水 の濃度 を調べ る ことに発展

し,ア サ リを飼 お うとす る子が 「役 に立 ちそ うだ」 と

感 じた様子 が学 習 カー ド③ か らうかがわれ る。

食 塩 を ペ ッ トボ トル の 口 か ら指

で ち ょ っ とだ けっ ま ん で い れ て み

ま した。 す る と,Aさ ん が 「あ,

きれ い!」 とい った ので,次 は,

Aさ ん に い れて も ら って,私 が 見

ま した。 そ した ら,糸 の よ うな す

じが ゆ らゆ ら して とて も きれ い に

見 え ま した。

〈第一次 ・2時 〉 学習 カー ド②

私 は,ま ず す り切 り一 ぱ い の 食

塩 を とか しま した。 と け たの で,

2は い3ば い と とか して い き ま し

た。 だん だん と け な くな って,い

く らか きまぜ て もだ めで した。 海

の水 は,ど の く らい塩 が とけて い

る のか な と思 い ま した。

〈第三次 ・、1時〉 学習 カー ド③

海 の水 の中 にどの くらい塩 が と

けて いるか調べてみた い。調 べ た

ら塩水 を作 って,ア サ リを飼 って

み たいです。
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(3)生 活 につな げる場面 の授業 実践

学習 した ことを もとに して,自 由研 究を しよ う。(4時 間)

〈手 立て〉

一 一… 生 活 に結 び付 く素材 一… 一

・食塩,砂 糖,ミ ョウバ ンな ど

や関心 の もて る素材

L

・ 支 援

・学習 カー ドや掲示物 による学

習 の見 直 し

・情報収集 の場の拡大

(図書館,科 学 博物館)

(発 見 ノー ト)

・学習計画 への個別指導

・安全 カー ド

鴎

自 由研 究 テー マ の 実 際

・い ろ い ろ な水 溶 液 を蒸 発 させ て ,と け

て い る もの を取 り出す 。

・ ミョウバ ンの結 晶 の じ ょ うず な作 り方

・とか した あ め玉 か ら,も う一 度 あ あ 玉

を作 ろ う。

。人 工 海 水 を 作 って ,海 の生 物 を飼 う。

・い ろい ろ な物 の と け方 を比 べ る
。

・飽 和 食塩 水 と ミ ョウバ ンの水 溶 液 の 重

さ比 べ。

・食 塩 は水以 外 の もの に と け る のか を 調

べ る。

・水 に と け る もの と と けな い もの調 べ 。

⊃

この場面 で,ま ず子 ど もた ちは計画書

を作 った。右 の学習 カー ドの よ うに生 活

の中か ら見つ けた問題 を,今 までの学 習

方 法を使 って解決 しよ うと して いた。

この よ うに,理 科 で学習 したことが,

実 際の生 活 の場面 で役 に立 っ という実 感

か ら,子 ど もたちが生 き生 きと活動 して

いた。家庭 の中で も話題 にな っていて,

活動 の内容 によ っては,親 子 で一緒 に試

してみた という報告 もあ った。活動 の場

が生活 に広 が った例 といえ るだろ う。

Oテ ー マ

理 科 自 由 研 究 計 画 書

石rづ'んヌKl＼とナ粉 石Okノ は とC)ksthる ・カ＼?
げこ の テ ロ マ を 　 ん だ わ け

塩わミ・ウ《ン碇 墜 也 たかθそ越 し・玩 蕊 魁 裡 、

O冥 験 の 方 法(図 と 書 葉 で)

3ま とめ と今後 の課 題

(1)生 活 に結 び付 く素材や活動 を取 り入 れる ことによ り,今 まで漠然 と見 ていた 自然事象か

ら新 たな発 見や感動 を得 られ るよ うにな った。

② 繰 り返 し事象 に触 れ ることによ り,学 び方が身 に付 き,一 人一人 が主体 的に問題 を解決

す るよ うにな った。

(3)学 習後 も意欲 を継続 して,生 活の場で 自 ら解決 しよ うとして いる子 ど もたちへ長期的 な

支援 を し続 け ることが大 切で ある。

)

,
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匡]第6学 年分科会

子どもが日常生活と関連付けて自分の考えを

深めていくことができる指導の工夫

1研 究主題 について

子 ど もは,新 しい事象 に出会 ったと き,自 分の これ までの経 験な どを もとに して 自分 な り

に解釈 した り,理 論付 けよ うとす る。

そ こで,子 ど もの出会 う事象が,子 ど も自身 の生活 と比較 しやす く,か つ,子 ど も自身 の

理論 をゆ さぶ る もので あれば,よ り 「自分 の考え」 を もちやす くなるので はないか と考えた。

そ して,子 ど も自 らが 日常生活 を想起 して 自分 の考 えを もつ ことが,主 体的 な問題解決 につ

なが るであ ろ う。 さ らに,学 習 を通 して 日常生活 を振 り返 ることで,そ こに生か されて いる

科学 的な仕 組み に気付 くことがで きた り,獲 得 した新 たな知識や経験 を生 活 に生か した りす

ることがで きると考え た。

2研 究実践

(1)日 常生 活 との関連 につ いて

子 ど もは日常生 活 の中で多 くの自然事象を 目に して いる。 そ して,そ の事 象 につ いて漠

然 と してで はあ るが,自 分 な りの考 えを もって いる者 も少 な くな い。 また,子 ど もは理科

学習 の中で事象 にっ いて学 び,そ れ らを科学的 に理解す る能力 も養われて いる。 しか し,

この両 者 は互 いに関連付 けて考 え られ ることが少 ないため,実 感の伴 った理解 にな って い

ないのが現状であ る。

日常生 活 と関連 付 け るとは,学 習内容 を日常生活か ら得た 自分の経験 や知識 などに照 ら

し合 わせ ることによ って,目 の前 の現象 を自分 な りの見方 で解釈 し,解 決 の糸 口を見 いだ

す ことで ある。 また,反 対 に観察 ・実験 など学習 を通 して得 られ た新 たな知識や経験,事

象 につ いて の見方や考 え方 などによ り,再 び自分 を取 り巻 く科学的事象を見直 し,自 己 の

生活 に役 立てて い くこと,っ ま り日常生活 に生 きる力を養 うことであ る。

学

日常生活に生きる力

日常生活

知識の伝達

発展性の無い学習

生 きる力が育 たない

日常生活
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② 「日常生活に生きる力をもつ」ための流れ

事象提示

β
匿 茎]「 わ・,すご迦

β

魎]「 どうしてかな」

β

匿 亘]「臓 鰍 う」

仮説① 生活経験と比較できる事象提示をすれば,

意欲をもって学習に取 り組めるであろう。

例

水
溶
液
の
性
質

)

示

て

提

だ

の

手

料

(

資

{ ・演
示

・
映

像

・
実

物

草津温泉の映像

アル ミニウムの溶解実験

炭酸水の提示

酸性の水溶液の学習方法

(第 一 次,第1時)

(第 一 次,第4時)

(第 二 次,第1時)

(第五 次,第1時)

β
直感的な自分の考え/

{}畷 蛤 興'

圃/
β

再 び繰 り返す ことで,疑 問が何なのか はっきりさせ る。

..一 疑問 を感覚的 に捉え る。

!自 分 自身の疑問を明確 にす る。

個々の問題を全体の問題にする

δ

問
題
を
見

い
だ
す

1日 常生活の振 り返 り1

{レ 「翻

圃7と 似丁"'`]

{〕」 ＼ 、

経験 を通 した自分の考え

方
法
を
見
通
す

「○○だったから,

～だろう
β
情報交換1

δ
自己決定

β
「尋 一}実 験 ・観察1
う

一
度
試
し
た
い
」

号
匪 果の分析1

β
ト ー 一' 情報交換2

δ

仮説② 学習経験を想起させるような情報を提供すれば

自分の考えがもてるようになるであろう。

(手だて) ヒン トカー ド(第 一次,第4時)

資料の提示 気の抜けた炭酸水 粉か ら作る炭酸水一
● ●(

演 既 ヒ
示 習 ン教
ト

映 材 力像
の1

例

毒
婆
性

(第 二 次,第1時)

一 次 の第1時 のBTB溶 液 の演示(第 三次
,第1時)

紅 茶,ハ ーブティの レモ ンによる色 の変化

(第 三次,第2時)

提 ド
実 示 の

質 絵の具の混ぜ合わせによる色の変化

物 活)用 (第四次,第1時)

酸性水溶液の調べ方(第 五次,第1時)

、'必 要 に応 じて自分が もっ今 までの経験 や知識 を照 らし合 わせ,試 す。
'・自分 の考 えを明確 にす る

。

_一 情報交換 を通 して,自 分 の考 えを修正 したり,深 あた りす る。

1科学的な結論1

仮説③ お互いの考えを理解 し深め合える場を設定すれば,

深まった自分の考えをもつことができるであろう。
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班別の情報交換,学 級全体での情報交換

(第一次,第2時 ・第二次,第3時)

班ごとに分かれての発表会(第 五次,第2時)

δ
科学的な考え/

o
一般化

δ
日常生活に生きる力

/よ り客 観性,再 現性,実 証性 のあ る見方,考 え方へ と発展 してい く。

仮説④ 学んだことをもとに自分の生活を見つめ直す場を

設定すれば,生 活に生かす力を身に付けること

ができるであろう。
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酸性雨の映像(第 一次,

温泉には気体が溶けている
→他にも気体の溶けている水溶液がある

(第二次,第2時 ・第二次,

身の回りの水溶液の性質調べ(第 三次,

身近な指示薬探し(第 三次,

第3時)

第3時)

第1時)

第2時)
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(3)実 践事例

単元名 「水 溶液の性質」(14時 間)

① 指導計 画

第一次 金属 を溶かす水溶液(5時 間)

1時 草津温泉のVTR,問 題 づ くり

2・3時 塩 酸 ・ホウ酸水 ・過 酸化水素水 ・炭酸水 に金属 を入 れて溶 か してみ よ う

4・5時 塩 酸 に溶 けた アル ミニ ウムはどうな ったのだろ う

第二次 水溶液 に溶 けてい るもの(3時 間)

1・2時 炭酸水 に は何 が溶 けてい るのだろ う

3時 炭酸水 を作 ってみよ う

第三 次 水溶液 の仲 間分 け(2時 間)

1時BTB溶 液 を使 って,水 溶液 を酸性 ・アルカ リ性 ・中性 に分 けよ う

2時 酸性 ・アルカ リ性 ・中性 を見分 け られ る水溶液を見っ けよ う

第 四次 酸性 の水溶液 とアルカ リ性 の水溶液の混合(2時 間)

1・2時 塩酸 とア ンモニア水を混ぜ ると,何 性 の水溶液 がで きるのだろ う

第五次 自由研 究(2時 間)

1・2時 アル カ リ性の水 溶液 を使 って,自 由研究 を しよ う

② 考 察

ア 草津温泉 のVTR

導 入時 に,草 津温泉 の源泉 のVTR(五

寸釘 を約1週 間 で溶 かす)と 源泉 に約20日

間つ けて半分の太 さにな った鉄筋 の2っ の

資料 を用意 した。 これ らの資料提示により,

子 ど もの 「金属 は固 い」 「河 川 の水 は飲 み

水 に近 い」 という概念を崩すことができた。
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またVTRに は,河 川 の土壌を守 るため,石 灰水 で源泉 を中和 する場面 も含 まれてお り,

本単元 を通 して源泉 を振 り返 らせ ることがで きた。 しか し,源 泉 自体 は既 に様 々な金属

を溶か してお り,そ のま ま扱 うことは難 しか った。

イ ヒン トカー ド

アル ミニウムを塩酸 に溶 か した ときの質的変化 を考え させ る場面で,以 下の ヒントカー

ドを用意 した。 これ らのカー ドによ って,「 アル ミニ ウムは塩酸 の中にあ ると思 う。」 と

い う感 覚的 な予想か ら,「 食塩水 の中 に食塩 があ ったよ うに,塩 酸 の中 に もアル ミニ ウ

ムはあ って,蒸 発 させれ ばアル ミニウムが出て くると思 う。」 とい った 自分 な りの予 想

を もてた子 どもが多か った。
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ウ 教師主導 の学 習 と児童主体 の学習

本単元 は,子 ど もにとって初 めて聞 いた り扱か った りす る薬品が多数 出て くる。安全

面 を含 め,薬 品 ・実験 器具 の取 り扱 いはその都度教え る ことは当然である。それ以外に,

「酸 ・アル カ リ調べ」 や 「酸 とアルカ リの混合」 など検証方法 が複 数考 え られ な い もの

にっ いて は,実 験 の予想 を させ る段階の時間を少 な くし,実 験 の結 果の まとあ も教師主

導 で行 った。

一 方
,子 ど もが先行学 習や先行経験 を想起 で きる 「酸 に溶 けた金属 を取 り出す」場面

には十 分 な時間 をかけ,ヒ ン トカー ドな どによ る支援 も行 った。 また,第 五 次 を自由研

究 に したの も,先 に学習 した酸性 の水溶液 を基 にアルカ リ性 の水溶液 にっいて調べて い

く問題 解決学習 の流 れを子 どもたちに身 に付 けてほ しいか らであ る。

工 子 ど もの変容

予想 を立て る とき,経 験 ・知識 を振 り返 ることの大切 さは今 までに も言 われて きた。

また,振 り返 りをさせ る方法 について は,子 ど もの発表 や教師 の説明が用い られて きた。

本分科 会で は,一 部 の子 どもの発言 によ って関連事項 を想起 させ るので はな く,積 極的

に ヒン トカー ドなどの資料 を用意 し,一 人一人 の子 どもに情報 の選択 を させた。 その結

果,一 っ の情報源 よ り多 くの選択肢 の中か ら選 んだ情報 は,子 ど もの初発 の考 えを筋道

立 てた もの に換 えて い くことが分か った。

また,観 察 ・実験 の結果 を図式化 す るだけで な く,○ や△ の記号 を用 いて,目 には見

えない ものを表 して い くことも子 ど もの思考 を整理す る上で有効 な ことが分 か った。 こ

れ は,「 水溶液 の性質」 に限 らず,「 電流 のはた らき」で,電 流 と磁力 をま とめ る時な ど

に も生 か され る ことで あ る。.

)

3ま とめと今後の課 題

(1)身 近 な 自然事象を提示す ることによ って,驚 きと興味 ・関心 を引 き起 こし,直 感 的な 自

分 の考 えを もたせ ることがで きた。

(2)日 常生活 の振 り返 りや情報交換 を行 わせ ることで,自 分 の考え を科学的 な考 えにまで高

めて い くことがで きた。

(3)子 ど もにまかせ る部分 と教 師が指導 しな くて はな らな い部分 を明確 にす ることによ って,

安 全で効率 的な学 習がで きることが分か った。

(4)日 常生活 の中か ら学 習課題 を さがす こと,ま た,学 習 した内容を一般化 し,日 常生活 に

生 かす とい う面 で は十分 な成 果をあげ ることがで きなか った。 さらによりよい指導法 を考

えて いきたい。
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